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アスファルト防水層とは、

液体状の溶融アスファルトシートやルーフィング
材を組み合わせ形成する防水層のことを言います。



この溶融アスファルトのことを

アスファルトコンパウンドと呼び、この中に近年まで

アスベストが含有されてきました。

下地とアスファルトシートやルーフィング材の

接着強度を高めるためや粘度を高めるために長年使用

されてきました。



施工方法は固形のコンパウンドを専用の溶融釜で

溶かし、接着剤の要領で使用します。

水密性、耐久性が高く

費用も比較的安価で施工できるので

人気の工法となっている。

耐用年数は15～20年



←アスファルドコンパウンド
※溶かす前の固形状態

専用の溶融釜↑→















従来工法

これまでの塗床材の除去にはディスクグラインダーが

メインに施工されてきた。

上記の工法は令和3年4月の法改正により、

常時隔離養生を行い湿潤状態での施工が義務付けられて
いる。

除去のスピードは1日あたり5㎡前後であった。



Hi-jet FP 工法の特徴と比較

超高圧水を使用した工法の為、石綿除去の原理原則で
ある 常時湿潤状態が維持でき、環境面・作業員の安全
面にも効果的な工法である。

また、施工スピードは1日あたり100～150㎡前後

他工法と異なり個人の技量による施工品質の差が生じ
にくい 工法でもある。
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